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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 47,411 △10.4 2,984 △14.4 2,988 △14.2 2,580 616.0

30年3月期第3四半期 52,924 32.8 3,484 11.5 3,482 14.3 360 △87.5

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　2,752百万円 （363.2％） 30年3月期第3四半期　　594百万円 （△80.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 63.89 ―

30年3月期第3四半期 8.93 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第3四半期 68,155 30,474 44.7 754.26

30年3月期 72,192 28,098 38.9 696.09

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 30,474百万円 30年3月期 28,098百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00

31年3月期 ― 0.00 ―

31年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 76,100 △6.8 5,100 △18.2 5,100 △18.3 4,300 89.1 106.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 40,414,407 株 30年3月期 40,414,407 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 11,501 株 30年3月期 48,336 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 40,388,226 株 30年3月期3Q 40,366,406 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在しているため、実際の業績等は予想数値と異
なる可能性があります。業績予想につきましては、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。



(参考) 平成31年３月期の個別業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、 対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 72,200 △7.2 4,900 △14.7 4,100 107.4 101.48

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、様々な不確定要素が内在してい

るため、実際の業績等は予想数値と異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の貿易摩擦や中国景気の減速など海外

リスクに対する警戒感が高まりましたが、堅調な企業業績や雇用・所得環境の改善が続いたことに

より、総じて緩やかな回復基調を辿りました。

道路建設業界におきましては、公共投資、民間建設投資とも底堅く推移いたしましたが、アスフ

ァルトをはじめとする原材料価格の変動など懸念材料も多く、依然として予断を許さない事業環境

となりました。

このような情勢のもと、当社グループでは、平成30年５月に策定した「中期経営計画（2018-2020

年度）」に基づき、中核事業の競争力強化に注力するとともに、将来における事業環境の変化に対

しても迅速、的確、柔軟に対応できる強固な経営基盤の構築に向け、各種施策を推進してまいりま

した。

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高（製品売上高および不動産事業等売上

高を含む）は549億71百万円（前年同期比9.7％減）、売上高は474億11百万円（前年同期比10.4％

減）、経常利益は29億88百万円（前年同期比14.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は25

億80百万円（前年同期比616.0％増）となりました。大型工事の受注があった前年との比較では、

受注・売上ともに減少し、経常利益につきましてもアスファルトの仕入れ価格上昇などが影響し前

年実績を下回る結果となりました。一方、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年に特別損失

として独占禁止法関連損失引当金繰入額を計上していたことなどから、大幅な改善となりました。

なお、当第３四半期末における第４四半期以降への繰越工事高は359億13百万円（前年同期比4.0％

減）となりました。

当社グループにおける建設事業および舗装資材製造販売事業におきましては、第１四半期から第

３四半期に比べ、第４四半期の売上が占める割合が相対的に高く、一方、事業運営にかかる費用に

ついては年間を通じて恒常的に発生することから、当社グループの売上および損益の状況は季節的

に大きく変動いたします。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較し40億37百万円減少の681億

55百万円となりました。売上債権が減少したことなどにより流動資産は35億45百万円の減少とな

り、また、固定資産につきましては４億92百万円の減少となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較し64億13百万円減少の376億

80百万円となりました。流動負債は、仕入債務が減少したことなどにより44億79百万円の減少とな

り、また、長期借入金や退職給付に係る負債の減少などにより、固定負債は19億33百万円の減少と

なりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、期末配当金の支払により４億３百万円減少いたし

ましたが、親会社株主に帰属する四半期純利益25億80百万円の計上や退職給付に係る調整累計額の

変動などにより、前連結会計年度末と比較し23億75百万円増加の304億74百万円となりました。こ

の結果、自己資本比率は44.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成31年３月期の連結業績予想につきましては、前回公表時（平成30年11月８日）から変更はご

ざいません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 14,737 14,564

受取手形・完成工事未収入金等 28,259 17,962

未成工事支出金 4,348 10,038

材料貯蔵品 300 289

その他 2,361 3,607

貸倒引当金 - △1

流動資産合計 50,007 46,462

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 7,717 7,929

機械、運搬具及び工具器具備品 17,726 18,006

土地 14,037 13,636

建設仮勘定 67 205

減価償却累計額 △19,523 △20,160

有形固定資産合計 20,025 19,618

無形固定資産 224 215

投資その他の資産

その他 1,935 1,859

貸倒引当金 - △0

投資その他の資産合計 1,935 1,859

固定資産合計 22,185 21,692

資産合計 72,192 68,155

決算短信（宝印刷） 2019年02月04日 19時03分 6ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）

- 3 -



世紀東急工業株式会社(1898) 平成31年３月期 第３四半期決算短信

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 24,748 18,900

短期借入金 1,008 1,103

未払法人税等 642 38

未成工事受入金 4,176 6,699

完成工事補償引当金 87 56

工事損失引当金 207 46

賞与引当金 1,047 548

独占禁止法関連損失引当金 3,036 3,036

その他 1,803 1,848

流動負債合計 36,758 32,278

固定負債

長期借入金 3,000 1,396

退職給付に係る負債 4,253 3,922

その他 82 83

固定負債合計 7,336 5,402

負債合計 44,094 37,680

純資産の部

株主資本

資本金 2,000 2,000

資本剰余金 500 508

利益剰余金 26,949 29,126

自己株式 △24 △5

株主資本合計 29,425 31,629

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24 14

退職給付に係る調整累計額 △1,351 △1,169

その他の包括利益累計額合計 △1,327 △1,155

純資産合計 28,098 30,474

負債純資産合計 72,192 68,155
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 52,924 47,411

売上原価 46,201 41,129

売上総利益 6,722 6,282

販売費及び一般管理費 3,238 3,298

営業利益 3,484 2,984

営業外収益

受取配当金 3 2

受取賃貸料 15 15

業務委託料 20 14

雑収入 13 12

営業外収益合計 52 46

営業外費用

支払利息 21 17

支払保証料 19 12

雑支出 13 11

営業外費用合計 54 41

経常利益 3,482 2,988

特別利益

固定資産売却益 0 20

受取補償金 56 -

特別利益合計 56 20

特別損失

固定資産売却損 3 0

固定資産除却損 7 10

独占禁止法関連損失引当金繰入額 2,722 -

違約金 - 10

その他 14 -

特別損失合計 2,748 20

税金等調整前四半期純利益 791 2,988

法人税、住民税及び事業税 430 408

四半期純利益 360 2,580

親会社株主に帰属する四半期純利益 360 2,580
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 360 2,580

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 △10

退職給付に係る調整額 227 182

その他の包括利益合計 233 172

四半期包括利益 594 2,752

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 594 2,752

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　 (追加情報)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

　 連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

　 負債の区分に表示しております。

３．補足情報

　 四半期個別受注の概況

個別受注の実績

受 注 高

31年３月期第３四半期 51,691百万円 △11.8%

30年３月期第３四半期 58,592百万円 19.6%

（注）①受注高は、当該四半期までの累計額

　 ②パーセント表示は、対前年同四半期比較増減率

　 受注実績の内訳
　

（単位：百万円）
前第３四半期 当第３四半期

（平成30年３月期 （平成31年３月期 増 減 前 期

区 分 第３四半期） 第３四半期） （平成30年３月期）

金額

構成

金額

構成

金額

増減率

金額

構成

比率％ 比率％ ％ 比率％

建
設
部
門

国内官公庁 20,519 35.0 13,181 25.5 △7,337 △35.8 28,114 36.1

受
注
高

国内民間 26,486 45.2 26,493 51.3 7 0.0 34,085 43.8

　 計 47,005 80.2 39,674 76.8 △7,330 △15.6 62,200 79.9

製 品 部 門 等 11,586 19.8 12,016 23.2 429 3.7 15,659 20.1

合 計 58,592 100.0 51,691 100.0 △6,901 △11.8 77,860 100.0
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